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不要本で障がい者支援
市役所にブックポスト

狛江市役所２
階ロビーに不要
になった本を受
け入れるブック
ポストが設置さ
れている。
一般社団法人
陽 向 会（ 青 木
博行代表理事）が運営する「ワー
クひなた」が９月から始めた。昨
年末に狛江市福祉保健部高齢障が
い課から一般社団法人ワーキング
バリアフリーが行っている本のリ
ユースによって障がい者就労支援
を行う「ジョブボン」プロジェク
トへの参加の呼びかけがあり、ワー
クひなたが応募。高齢障がい課と
相談、市役所に高さ約100cm、幅
約37.5cm、奥行き約25cｍのダン
ボール製のブックポストを置くこ
とになった。
ワーキングバリアフリーによると
ジョブボンは「JOB(仕事）」と「本」
を組み合わせた造語で、令和４年頃
から始まり、現在、企業や自治体な
ど数十カ所で実施されている。
ポストに入れられた本はワークひ
なたの職員や利用者が回収して事業
所で検品の上、ジョブボンのホーム
ページに登録、アマゾンの古本スト
アを通して販売する仕組みで、収益
は利用者の工賃の一部になる。
青木理事は「SDGsの一環として
取り組むことにしました。まだ始

めたばかりなので慣れていないこ
ともあり、じっくり焦らず取り組
みたい」と話している。
問い合わせは☎5761-8408ワー
クひなた。

こまえくぼフェスティバル
10年記念して多彩な催し
こまえくぼフェスティバルが11

市役所市民ひろばで催された。
狛江市市民活動支援センターが

「市民のチカラ×笑いのチカラ×
音楽のチカラ」をテーマに設立10
年を記念して開いたもので、12
の団体や事業所が参加した。参加
した家族連れなどは作品の展示、
手話の講習や高齢者疑似体験、い
草の座布団づくり、電動車いすの
試乗などを楽しんでいた。ラムネ
ギッシュ18やカルテットコパン、
ミルキィ・ホイップ・マヨネーズ
による笑いや演奏、ダンスなどの
ステージが人気を集めていた。

こまエコまつり
楽しみながらエコ学ぶ

第53回こまエコまつりが11月

センター、こまえみらいテラスな
どで開かれ、家
族連れなど約1，
000人が楽しみ
ながら環境につ
いて学んだ。
市民ひろばに
は大学、NPO法
人、自治体、電
力、自動車の会
社などのテント
が並んだ。注目
を集めたのは燃

料電池自動車「MIRAI」
のカットモデルで、運
転席に座ったわが子
をカメラに収める親も多く見られ
た。「持続可能な社会へ羽ばた毛！
プロジェクト」は学生団体と羽毛
素材メーカーによる羽毛リサイク
ル促進活動で、不要な羽毛ふとん
やダウンジャケットを多数回収し
た。
防災センターでは、描いた絵が
スクリーンに投影した海中を泳ぐ
「おえかきパラダイス」や間伐材
を使った約１万個の積み木遊びな
どが子どもの人気を集めた。
花の無料配布やスタンプラ
リー、市と脱炭素の連携協定を結
んでいる長野県茅野市と小諸市、
住民交流友好都市の山梨県小菅村
の物産コーナーも好評だった。

東京2025デフリンピック
キャラバンカーが狛江に
東京2025デフリンピックをPR
するキャラバンカーが10月31日

日本で初めて開催されたデフリン
ピックを盛り上げようと行った全
国キャラバンの途中に立ち寄った
もの。聴覚障がいの当事者に加え、
松原俊雄市長をはじめ多くの市民
が出迎え、大会の成功と選手の健
闘を祈った。
大会には狛江市から陸上の走り
高跳びに井上幌太さん、髙居千紘
さんの２人が出場した。

おえかきパラダイス

こまえくぼフェスティバルの展示

キャラバンカー

ブックポスト

6日にハンドベルコンサート

ハンドベルSweet（野呂紀子代表）が６
日 午後２時（１時30分開場）から西河原
公民館で2025定期コンサートを催す。
同会は、指揮者を務めている市内在住で

音楽大学出身の長屋眞由美さんが、ハンド
ベルの澄んだ音色に魅了され、知人らに呼
びかけて平成20年に結成された。現在は音
楽好きな主婦14人が所属し、「天使のハー
モニー」といわれるイングリッシュハンド
ベルの魅力を届けようと、日々練習に励ん
でいる。
今年のコンサートでは、クリスマス曲に

こだわらず、様々なジャンルの曲を披露。
賛助出演のきんたの会の和太鼓との異色コ
ラボによる「八木節」や「silk road」「カノ
ン」、懐かしい昭和歌謡や現代ポップス、昨
年好評だったジブリメドレーなど、ハンド
ベルの音色の美しさと楽しさを感じられる
内容。
長屋さんは「メンバー全員で一つの楽器

を使って演奏するハンドベル。息の合った
私たちの演奏を是非聴きにきてください」
と話している。定員200人（先着順）で入
場無料。
問い合わせ☎090-9328-8478野呂さん。

ハンドベルの練習

狛江市市民活動支援センター
〒201-8585狛江市和泉本町1-1-5こまえみらいテラス内　☎5761-5556　FAX5761-5033
casc@welfare.komae.org　開館時間=午前９時～午後5時　休館日＝第１・３火曜日、年末年始

ホームページ
はこちら→

ここに掲載している情報については市民活動支援センターへお問い合わせください。

乳児親子と妊婦の交流の場
子育て世代の居場
所作り活動を行って
いる「ハルのキに。」
(川田芳昭代表)が、
乳児親子を対象にし
たイベント「ベビは
る。」を開催している。
同会は令和6年4月に結成。孤立しがちな第一
子の乳児親子と妊婦同士が交流できるアットホー
ムな場を設けようと、市民公益活動事業補助金
チャレンジ補助金を受けて今年４月から基本的に
毎月1回日曜日に野川のえんがわこまちで、地域
の専門家が講師を務める子育てミニ講座や、地域
の調理師による手作りランチを提供している。

孝予さんが「育児を楽にする方法」について話し、
家族4組が参加した。

の予定。いずれも事前予約が必要で参加
費は1家族500円、ランチが1人500円。
予約はインスタグラム(二次元コード→)。
また、全年齢が対象の「いばしょ　ハルのキ
に。」を毎月第２木曜午前10時～午後3時30分に
クオール薬局狛江店（中和泉1-1-1）で開いてい
る。出入り自由で参加無料。
問い合わせEメール harunokini@gmail.
com同会。

Start &
Challenge

話し合う参加者


